
平成３１年度（２０１９年度）　佐賀県立鹿島実業高等学校（【新設】鹿島高等学校大手門学舎を含む）　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学校
運営

〇教職員の資質向上教科の指導力向上

・授業研究会及び授業参観の意見や感想等を通し
て、授業の改善に必要な内容を知り、自らの授業に役
立てる。
・研修会等の情報や優れた指導方法の共有を図る。

・授業参観（研究授業）や研修会等へは積極的な参加がみられたが、
指導方法等の共有はやや不足していた。
・各教科で「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業実践に取
り組んだ。

・指導力向上のための研修会等への積極的な参加を促し、確実に指
導方法等の情報共有を図る。
・職員一人ひとりが常に意識をもって「主体的・対話的で深い学び」の
視点からの授業を工夫・改善していく必要がある。

〇ＩＣＴ利活用
教育

ＩＣＴの利活用により
授業の工夫・改善

・学習用パソコンを利用しやすい環境を整える。
・学習用パソコンを利用する機会を確保する。
・学習用パソコンを利用する方法を周知する。

　 1年時の1学期中に学習用パソコンについて、基本的なことを学び、親
しむ活動を取り入れた研修を行うことにより、学習用パソコンを使う習
慣を身につけることが必要である。

●学力向上
基礎学力の定着・
促進

・授業の内容や到達度、課題の提出について各教科
で情報交換をおこない、教科間の意識の共有化を図
る。
・ＩＣＴ機器を利活用してわかりやすい授業を実践す
る。

・年度末の学校評価アンケートで、授業が「よく分かる」「わかる」と回
答した生徒が７５％であった。しかし、生徒から保護者への伝わりは
52%と低かった。
・各教科担当者が、各教科の特性や単元内容に応じて、ＩＣＴ機器を活
用した授業を行った。

・授業の中で生徒が主体的に取り組むアクティブラーニングの要素を
取り入れた授業実践が求められている。特に応用的・発展的な内容に
ついては、生徒自身が考え、場合によっては生徒同士で学び合う場の
設定をするなどの工夫が必要である。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

・毎週の教科会議において、各担当者の指導方法や
教科書以外に有効的な教材について研究し、指導の
改善に努める。
・指導方法はもちろんであるが、新たな知識や解法な
どを教職員が学習することで、授業の効率を上げる。

・「自分は、資格取得について意欲的に取り組むことができた」の質問
に「よく当てはまる」「やや当てはまる」と回答した生徒は87%いたが、
1，2年生の会計分野の合格率は45～50%であった。また、情報分野に
関しても同じく45～50%であり、目標とする70%以上の合格率を達成す
ることが出来なかった。

・来年度の会計分野１、2年生の授業に関しては習熟度別に1クラスを
2グループに分けて指導していきたい。また、生徒たちが自ら考える時
間を増やしながら、検定試験の合格率も上がる授業展開を商業科内
で研究し実践する。

・実技試験に向けての指導方法や検定筆記試験対
策、教材についての研究を十分に行い、検定合格と
いう目標に向けての教職員の意識の共有化を図る。
・教科会議を通して、実技指導の評価基準をそろえ、
指導効率を上げる。

・各学年の受験級ごとに担当者を決め、実技試験に向けての指導や
筆記試験対策を研究して、指導にあたることができた。生徒の技術習
得状況などについても教職員の共通理解を深めた。
・4級、3級、2級、1級ともに本年度は合格率100%であった。
・教科会議を週1回、調理師養成の監査を月1回、実施した。

・実技試験の課題に対応するためにも、調理技術の向上のための職
員研修の機会を増やす。
・教科会議での各担当者からの意見・気づきを出して、共通理解を図
る。
・技術考査、検定筆記試験対策のプリントなど、共有で使用できる教
材を作成する。

〇進路指導
勤労観・職業観の
育成と進路意識の
向上

・1･2年生は各学期初めに進路希望調査を行うととも
に進路講話を実施する。
・1年生は3学期に進路啓発研修を行い、自分の進路
と適性について考えさせる。2年生は9月のインターン
シップに向けて1学期から準備する。また、職業適性
検査を行い自分の適性について深く考えさせる。3年
生は具体的な進路実現に向けたさまざまな進路ガイ
ダンスを1学期中に集中して実施する。
･「旭の時間」で学び直しの時間を確保し、基礎学力の
定着と自ら学ぶことへの習慣化を図る。

・進路指導部でのアンケートでは、「働くことの意義について考えること
ができたか」に関して３年生は「できた」・「ある程度できた」98.2％の回
答だった。また「一年間を通して将来や進路について考えることができ
たか」には「できた」・「ある程度できた」96.4％の回答だった。
・「自分は、進路講話や進路啓発ガイダンスにより将来の進路（職業）
について深く考えることができた。」に関し「よく当てはまる」「やや当て
はまる」と回答した生徒は89％であった。
・定期的な進路希望調査、進路講話、進路意識啓発学習活動を通し
て生徒自身に自らの進路について考える機会を十分に設定すること
ができた。
・業者模試を複数回実施した結果、家庭学習の習慣化ができていな
いことが如実に表れていた。朝の「旭の時間」を十分に確保できないこ
と、各教科からの課題が少ないことが原因であるようだ。

・「旭の時間」の実施計画を各学年で工夫し、基礎学習の定着を図る。
・家庭学習の習慣化が図れるように、各教科に課題設定等について
働きかける。
・企業訪問については時期を限定し、情報収集と分析に努め、２年生
についても早期から面談等による進路指導を実施する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●志を高める
教育

夢や高い志を持
ち、可能性に挑戦
する力の育成

・全ての教科や学校行事等を通して、夢や目標につい
て自ら考えさせる時間や場面を設ける。
・１年生においては、「地域とつながる高校魅力づくり
プロジェクト」を実施し、地域の教育資源や人材等を
活用した講演会を実施する。

・アンケートで「自分は、授業や学校行事を通じて、夢や高い志を持ち
可能性に挑戦する力を身に付けることができた」の質問に対し「よく当
てはまる」「やや当てはまる」と回答した生徒は８１％であった。
・１年生は「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」に積極的に参
加した。

・授業や学校行事を通して、随時夢や目標について自ら考えさせる時
間や場面を設ける。
・２年目となる「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」について
は、学科の特性に応じて進めていくことが大切である。

●心の教育
教育相談体制の充
実

・SCからの助言をもとに担当教諭との共通理解の場
を設け、生徒理解に努める。
・職員研修を実施し、心理テストの結果を有効活用す
る。
・各講話及び日常生活全般をとおし、自分を大切にし
他人を大切にする心の育成に努める。

・年16回の教育相談を実施し、延べ48件の利用状況であり保護者も
含めＳＣの有効活用につながった。
・予定していた心理テストや職員研修を実施することができ、生徒理
解につながった。
・各種講演会を通して豊かな心をもつ生徒の育成につながった。

・定期考査や休業中などのＳＣ利用日を設け環境づくりを整える。
・医療機関、鹿島市役所等との連携を図る。
・心理テストの活用方法として、全職員で情報共有を図り、学期ごとに
生徒の状況の共通理解に努める。

●いじめの問
題への対応

いじめ事案の未然
防止及び早期解
決、再発防止

・いじめに関するアンケートを毎月１回以上行い、状況
把握に努める。

・ＳＮＳの利用に関するモラルの講演会等を年１回以
上行う。

・いじめに関するアンケートを毎月行い、状況把握に努めることができ
た。
・防犯講話や薬物乱用防止講話において、最近問題となっているSNS
の利用に関するトラブルの説明がありモラルの向上に役立つ内容で
あった。
・いじめは絶対に許されない行為であるいう意識を持つことができてい
るアンケートに、5%が「当てはまらい」「よくわからない」と回答があっ
た。

・今後も絶対にいじめをなくすという意識を持たせるためにも、アン
ケートで状況把握に努め、早い段階での初期対応ができるようにして
いきたい。
・SNSの適切な使用について、講演会等を行い、モラルのさらなる向
上を図る。

教育
活動

●魅力と活力
ある高校づく
り

地域と連携して高
校の魅力を高める
取組の推進

・校内、校外の人間で構成される協議会を立ち上げ、
外部指導者等の選定を行い、年間通して5回程度の
講演会を実施する。

・1年生３学科の共通事業として進める中で、各学科間での考え方や
目標の違いなどから、進め方を調整することが難しかった。しかし、
様々な話し合いを重ね、各学科担当職員が努力することでスムーズ
な運営が出来るようになった。
・「本校は、この地域になくてはならない学校であると思う」の質問に
「よく当てはまる」「やや当てはまる」と回答した生徒は87%、保護者は
94%であった。

・来年度に向けて新1年生に対する講演や活動の具体的なスケジュー
ルを今年度内に決定し、計画的に進める。また、今年度と同様、鹿島
市役所から外部講師をお願いするなど、地域の人材を含めあらゆる
資源を活用させてもらうように計画していく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

●業務改善・
教職員の働き
方改革の推進

時間外勤務時間の
縮減

・共有フォルダを利用し、様式、業務データの共有化
を行い、効率的な業務遂行に努める。
・会議資料は前もって配付し、報告及び連絡事項は日
報に掲載して周知し、会議の時間縮減と効率化に努
める。
・定時退勤推進日については、朝礼等で職員へ周知
し、確実な実施を行う。
・部活動においては、週当たり原則２日以上（平日１
日、土日１日）の休養日の実施を徹底する。

・時間外勤務時間の月平均は、１月現在で５か月下回ったが、前年同
月比１０％縮減は1か月であった。
・推進日の呼びかけと推進を徹底することができなかった。設定によ
り、時間外勤務時間の月平均時間は前年度より減少した。
・部活動においては、週当たり２日以上の休養日の実施は、かなり浸
透してきたが、まだまだ十分ではなかった。

・共有フォルダを利用した業務の効率化や会議資料の事前配布によ
る会議時間の縮減、部活動の休養日の設定など継続して業務改善に
努め、時間外勤務時間の縮減につなげる。
・推進日に定時退勤を呼びかけ、教職員一人ひとりの意識改革に努
める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

授業の円滑な実施

・時間割、考査問題、学校評価が適切に行われてい
るかを学期ごとに確認し、把握する。
・時間割変更等は教員の学舎間の移動を考慮して、
負担にならないよう配慮し、授業時数の確保と授業の
質の向上に努める。
・学舎や学科を横断した授業研究会、研修等の機会
を学期に１度は設け、学校としての一体感を醸成す
る。

・時間割については、先生方の年休・出張に伴い授業が自習にならな
いように可能な限り時間割変更で対応した。授業時数については、台
風等に伴う臨時休業・祝日・学校行事などによって、授業がカットにな
ることがあったが、円滑な授業の実施は概ね達成できた。
・今年度から芸術の授業において設備等の理由で、生徒が学舎間を
移動することになった。
・１１月の教育週間に合わせて授業公開週間を設定し、学舎や教科を
越えた授業参観ができるようになった。

・特に学校行事の実施によって授業がカットになることが少なくなく、授
業時数を確保するため学校行事の精選が不可欠である。また、学校
で行われている各行事を教育課程に関連付けて実施をするような工
夫が必要である。
・新高校再編整備実施計画では、生徒の学舎間移動は原則行わず授
業担当者が移動するとしているため、設備等の理由で生徒が移動し
ている現状を改善する必要がある。

学校行事の円滑な
実施運営

・合同行事だけでなくそれぞれの学舎単独行事も会議
等で情報を共有し、緊密に連絡を取って、お互いに協
力できる体制をつくる。
・合同運営委員会、合同職員会議を月１回以上実施
する。

・合同運営員会、合同職員会議において、合同行事だけでなくそれぞ
れの学舎単独行事に関する資料を提示し、お互いの情報について共
通理解を図ることができた。
・合同運営員会、合同職員会議を月１回以上実施することができた。

・今後は、新設高校という一つの学校として、これまでの学校の慣習
や慣例にとらわれず、時代が求める学校行事の運営の在り方や実施
の必要性について再検討する必要がある。

部活動の円滑な実
施運営

・３校いずれかの学校で検定試験や教科指導等が行
われる土・日を休養日に設定するなど、３校の行事に
配慮して活動する。

・３校の行事を考慮しながら、休養日の設定を行い、部活動の円滑な
実施運営ができていた。

・今後は、新設高校という一つの学校として、働き方改革や活動方針
にのっとり、部活動の円滑な実施運営を図る。

校務分掌等の円滑
な実施運営

・週に1回程度は分掌主任、担当係同士で連絡を取り
合い、情報の提供と共通理解を図る。

・校務分掌間での連絡調整を計画的に行うことができ、情報共有や共
通理解に努めることができた。
・校務分掌によっては連携や調整が難しい部分もあった。

・随時、主任または担当係同士で連絡を取り合い、情報の共有と共通
理解に努める。

校舎間移動の円滑
な実施運営

・時間割の配慮を含め、移動の際は複数の職員を配
置し、交通安全指導を実施する。また、時間に余裕を
持たせた計画を立てる。

・時間的な余裕もあり、安全に移動し、始業式、終業式、集会、講演会
など時間通りに実施することができた。

・時間割の配慮と交通安全指導が今後も必要である。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

〇安全教育 防災教育の推進

・被災地視察研修を実施し、学校祭時や地元小学校
等で視察研修報告を行う。
・専門家を招聘し、防災に関する講演会と地震津波、
風水害を中心とした避難訓練を実施する。

・「学校安全総合支援事業」で、宮城県への被災地訪問学習と報告
会、学校安全アドバイザーを招聘しての避難訓練や講演、また、近隣
小学校の避難訓練の補助など、本校及び地域の防災に関する意識
の向上や防災教育の充実に努めた。
・「自分は、本校の教育活動を通じて、防災に関する意識を高めること
ができた」の質問に「よく当てはまる」「やや当てはまる」を回答した生
徒は89％であった。

・生徒や教職員の防災、安全に対する意識や行動のレベルアップを目
指し、継続して防災、安全に関する取組を実施していきたい。また、取
組内容の工夫・改善も必要である。

●健康・体つ
くり

望ましい食習慣と
基本的生活習慣の
確立の育成

・保健だより等で、朝食の大切さを周知する。
・生徒会役員・クラス保健委員の興味関心が高い
「食」について掲示物を作成し、生徒へ周知する。
・生活アンケートを実施する。

・朝食アンケートの結果、喫食率は「食べるが多い」を合わせると91％
で、目標の90％を達成できた。
・クラス保健委員の活動を通して、自主的にＡＥＤの点検や、水質検
査、掲示物の作成など自主的に活動ができた。

・朝食喫食の必要性を、保健だよりはもとより、学校行事全般で伝えて
いく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
生徒会役員や各クラスの保健委員が自主的に活動できるように計画
性を持たせるよう指導していく。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

　生徒一人一人の進路保障については、就職・進学とも合格内定100%達成することができた。早い時期からの生徒の進路意識の醸成を図り、基礎学力の向上及び専門的な知識と技術の定着に向けて取り組んだ事により多くの生徒が目標を達成することができた。さらに知識の向上を図るとと
もに、時事問題に関する社会問題に対する意識喚起につなげていきたい。学校再編に伴い校舎制による円滑な学校運営の実施を行ったが、各合同行事が計画どおり実施できた。「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」について、地域の方から講演をいただき地域の課題に向けて検討
することができた。本校が地域の関係機関と連携することで専門教育やキャリア教育を推進し地域社会の活性化に貢献できる教育活動を実践していく。業務改善・教職員の働き方改革の推進は不十分であった。さらに教職員の意識改革が重要課題である。

　心身ともに逞しく生きる力をもち、豊かな人間性
と高い専門性・知性を兼ね備えた、広く社会に貢
献する人材を育成する。

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業の工夫・改善
②資格取得による専門性の深化と希望進路の実現
③豊かな人間性や高い志を育む教育の推進
④高校魅力づくりの推進
⑤教職員の働き方改革の推進
⑥校舎制による円滑な学校運営

３　目標・評価

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業の工夫・改善

具体的目標 達成度

・学期に1回以上互見授業を実施し、授業
の改善を図る。
・指導力向上のための研修会等へ1回以上
参加する。

C

教
育
活
動

・学習用パソコンを「利用する」または「やや
利用する」生徒の割合を８０％以上にする
・学習用パソコンを用いて、プレゼンテー
ションを「できる」または「ややできる」生徒
の割合を80％以上にする。

C

・各教科で分野ごとの到達度を設定し、年
度末の授業評価アンケート結果において、
授業が「よくわかる」「わかる」と回答した生
徒の割合を７５％以上にする。

Ａ

②資格取得による専門性の深化と希望進路の実現

具体的目標 達成度

教
育
活
動

〇資格取得
資格取得による専
門性の深化

・1年、2年の会計分野の全商検定試験に
関して、合格率７０％以上を目指す。
・１～3年（一部履修）の情報分野の検定試
験に関して、合格率７０％以上を目指す。

C

・食品調理科の生徒が受験している家庭科
食物調理技術検定の合格率１００％を目指
す。
・技術考査の合格率１００％を目指す。

A

・各学年の適切な時期に、適切な進路講話
や進路啓発ガイダンス（企業説明会を含
む）を１回以上実施する。
・「総合的な学習の時間」「総合的な探究の
時間」を活用し、自分の将来やキャリア構
築についてしっかりと考えさせる。
・学ぶ習慣の定着を図り、能動的な学習を
促す。
・キャリア教育生徒意識調査結果で①「働く
ことの意義」や②「将来の自分の進路（職
業）」について考えることが「できた」、「ある
程度できた」を９５%以上にする。

B

③豊かな人間性や高い志を育む教育の推進

具体的目標 達成度

教
育
活
動

・自らの夢や目標の実現に向けて努力する
気持ちがあると答える生徒を９０％以上に
する。
・１年生においては、「地域とつながる高校
魅力づくりプロジェクト」に参加する。

B

・月2回のＳＣ来校を計画し、生徒や保護者
への利用を促し有効に活用する。
・心理テスト（hyper‐QU）を年2回実施し、職
員研修を行う。
・自分を大切にし、他人を思いやる豊かな
心をもつ生徒の育成を目指す。

A

・いじめは、絶対に許されない行為であると
いう意識を１００％の生徒が持つようにす
る。
・ＳＮＳの適切な使用等、１００％の生徒にＳ
ＮＳ利用時のモラルの向上を図る。 B

④高校魅力づくりの推進

・本年度は地域を知ることに重点を置き、1
年生全学科全クラスの生徒が鹿島の経済
をはじめ、諸問題等を身近なことと考えるこ
とが出来る環境を作る。 B

⑤教職員の働き方改革の推進

・校務分掌間での連絡調整を綿密に行う。
B

具体的目標 達成度

・時間外勤務時間の月平均を前年同月比
において１０％縮減する。
・月曜日と水曜日を定時退勤推進日に設定
する。

C

⑥校舎制による円滑な学校運営

具体的目標 達成度

・朝食の喫食率を90％以上にする。
・生徒会役員・クラス保健委員を中心に、
「健康」に興味を持ち、自主的な活動ができ
る生徒が増えるよう体制を整える。

A

学
校
運
営

●校舎制によ
る円滑な学校
運営の実施

・教育課程の適切な実施に向け、授業日数
や授業実施時数等が不適切とならないよう
に留意する。

B

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

・学舎間の移動時間を２０分確保し、移動
の際の交通安全に十分注意する。 Ａ

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標 達成度

教
育
活
動

・防災に関する意識の向上を図る。
・専門家等と連携した防災教育の充実を図
る。

A

・学舎ごとの行事も含めて、行事の業務内
容の理解を深め、学舎間で連携して効率的
に業務を遂行する。 Ａ

・３校の行事を考慮し、働き方改革を踏ま
え、部活動に係る活動方針にのっとり、休
養日の設定等を行う。

A

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度
Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料


